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菊池恵楓園 施設全図

丸数字は第 4 章で解説しています

旧事務本館（歴史資料館本館）
患者通用門跡 （隔離門跡）
家族舎跡
少年舎 ・ 少女舎跡地
恵楓園分校跡
旧礼拝堂記念鐘楼
旧納骨堂
河村正之像と墓碑
胎児慰霊碑
納骨堂
隔離の壁
火葬場跡（やすらぎの碑）
高野六郎の歌碑
監禁室
日光回転家屋
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合志市立合志楓の森小中学校
（菊池医療刑務支所跡）
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菊池恵楓園関連年表

年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

1909（明治42） 4月
九州 7 県連合立第 5 区九州癩療養所開所（後の国立療養所菊池恵楓園）。初代所長に河
村正之が就任

1910（明治43） 4月 沖縄県が九州療養所を運営する連合県に加盟する

この年、患者を療養所維持のための作業に参加させる「患者作業」開始

　世相 8 月 日韓併合

時代／年 出来事・事件

紀元前
5～4世紀

『旧約聖書』の「レビ記」に穢
けが

れた病として重い皮膚病について記述される。後に、こ
の皮膚病はハンセン病を指すと解釈される

紀元1世紀 『法華経』に、法華経をおろそかにする者は「白
びゃくらい

癩」になると記述される

飛鳥時代
百済から多くの移住者があった。そのなかに「白癩」の者がおり離島に置き去りにされ
そうになったが、優れた造園技術を持っていたため助けられた（612 年。『日本書紀』〈720
年〉に見られるハンセン病に関する日本最古の記録）

奈良時代
光明皇后により悲田院が設置され、貧窮者、重病の患者が救済される。癩病の患者も対
象に（723 年）

鎌倉時代
真言律宗の僧・忍性、癩者を含む非人の救済に着手する（1250 年ごろ）。時宗の開祖・
一遍、踊念仏を始める。巡礼の列に癩者が加わる（1279 年）

江戸時代前期
ハンセン病の「家筋」「血筋」の観念が強まる。近親者に感染しやすいことから、癩病が
血筋の病であると誤解されるようになる

江戸時代後期～
明治時代前期 熊本・本妙寺周辺に癩の患者を含む身体障害者が集まるようになる

1872（明治5） 10 月
東京に養育院設立。生活に困窮する身体障害者、重病患者の保護を始める。ハンセン病
患者も対象に

1873（明治6） 2 月 アルマウェル・ハンセン、らい菌を発見

1889（明治22） 5 月 テストウィード神父、日本最初のハンセン病療養所「神山復生病院」を静岡県に設立

1895（明治28） 11 月 ハンナ・リデル、熊本県飽託郡黒髪村（現・熊本市中央区黒髪）に「回春病院」を設立

1898（明治31） 10 月
ジャン・マリー・コール神父、飽託郡花園村（現・熊本市西区島崎）に「琵琶崎待労院」
を設立

1899（明治32） 3 月
東京市養育院内にハンセン病患者の治療の場として「回春病室」が設置される。光田健
輔が主任を務める

1907（明治40） 3 月
「明治四十年法律第十一号」（通称「癩予防ニ関スル件」）公布。身寄りのない貧しい患者
を公立療養所に収容する法律

年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

1911（明治44） 3 月 九州癩療養所が「九州療養所」に改称（「癩」の一字が抜かれる）

1912
（明治45/大正元） 九州療養所の患者作業に対する賃金「作業奨励金」の支払いを制度化

　世相 1 月 中華民国成立

1913（大正2） ハンナ・リデルの布教活動により九州療養所内にキリスト教団体「黎明会」が設立

1916（大正5） 3 月 ＊「明治四十年法律第十一号」改正。療養所長に懲戒検束権（患者を罰する権限）が与えられる

1917（大正6） 3 月 監禁室設置

　世相 11 月 ロシア革命起こる。ソビエト連邦成立

1920（大正9） 火葬場設置

1923（大正12）11 月 第 1 期拡張工事開始

　世相 9 月 関東大震災

1925（大正14） 3 月 第 1 期拡張工事竣工。療養所の東西に敷地拡張、患者地帯を囲む空堀を造成

1926
（大正15/昭和元）

6 月 九州療養所患者自治会結成

7 月 自治会売店事業など開始。利益は入所者のうち、生活に困窮する者の救済に充てる

10 月 河村所長がハンセン病治療法を求めてヨーロッパ視察に出立

この年、自治会養豚事業開始

1927（昭和2） 10 月 河村所長がヨーロッパ視察から帰国

1929（昭和4） 5 月 第 2 期拡張工事竣工。隔離の壁構築

12 月 自治会が事業で得た収益をもとに各入所者に配当金の支給を始める

＊この年、ハンセン病患者を療養所に送ることを推進する「無らい県運動」が愛知県で始まる

　世相 10 月 世界恐慌

1930（昭和5） 4 月 自治会が活版印刷機を購入。印刷所の経営開始

1931（昭和6） 3 月 第 3 期拡張工事竣工。学齢期入所者のための檜小学校などを建設

＊財団法人癩予防協会設立。ハンセン病が伝染病であること、患者の療養所への収容の
   必要性が喧

けんでん

伝される

4 月
＊「明治四十年法律第十一号」改正、「癩予防法」となる。資産の有無による入所制限が撤廃。
   貧しい患者に限らずハンセン病の診断を受ければ誰でも収容できるようになる

　世相 9 月 満州事変
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年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

1932（昭和7） 2月 ＊ハンナ・リデル逝去（享年 77）。姪のエダ・ライトが回春病院長となる

　世相 5月 五・一五事件

1933（昭和8） 7月
河村所長、病気療養先の阿蘇・杖立温泉で逝去（享年 55）。療養所内でも通夜、告別式
が営まれる。田宮貞亮所長就任

この年、財団法人癩予防協会が寄付した 恵
めぐみ

舎
しゃ

を用いて少年舎・少女舎を設置

　世相 3月 日本、国際連盟を脱退

1934（昭和9） 7月 河村正之所長の墓碑が療養所内に建立

1935（昭和10） 5月
財団法人癩予防協会が運営する「未感染児童保育所恵楓園」が療養所敷地内に開所（未
感染児童とは、ハンセン病患者を親に持つが本人は患者ではない子どものこと）

1936（昭和11） 5月 第4期拡張工事竣工。学齢期入所者のための九療学園と礼拝堂、言志堂などを建設

　世相 2月 二・二六事件

1938（昭和13） 1月 ＊厚生省設置。ハンセン病療養所が内務省衛生局から厚生省に移管

10月 河村正之像建立

12月
「熊本県警察部癩留置場」設置。所外で罪を犯した患者（主に本妙寺集落の患者を想定）
を収容するために、県警が療養所の土地を一部借り受けた

　世相 4月 国家総動員法公布

1939（昭和14） 5月 全国の宗教団体の寄付を受け、納骨堂を移転し拡張（前身の納骨堂の建立時期は不詳）

1940（昭和15） 7月 本妙寺事件。療養所と熊本県警の協力の下、本妙寺周辺で生活する患者の一斉摘発

　世相 10月 大政翼賛会結成。皇紀二六〇〇年記念事業が全国各地で実施

1941（昭和16） 2月
回春病院閉鎖。時局の影響を受け、経営者エダ・ライトがスパイ疑惑をかけられ国外退
去となったため。入所患者 58 名は九州療養所に移される

7月 全国にあった府県連合立の6療養所が国に移管。九州療養所も国立となり「菊池恵楓園」と改称

11月 天照皇大神と光明皇后を祀る恵楓神社建立

　世相 12月 日本軍が真珠湾を攻撃。太平洋戦争始まる

1942（昭和17） 6月
財団法人癩予防協会が運営する未感染児童保育所の竜田寮が回春病院跡に竣工。10 月、
未感染児童保育所恵楓園の児童は竜田寮に移される。保育所恵楓園は閉鎖

　世相 6月 ミッドウェー海戦で日本軍艦隊壊滅

1943（昭和18） 4月 園内空き地などを開墾し、食糧増産のため畑への転用を始める

5月 貞明皇后の写真（御真影）安置のため奉安殿建立

＊この年、アメリカでプロミンのハンセン病に対する薬効が報告される

年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

1945（昭和20） 5月 米軍の空爆で家族舎が倒壊、入所者 2 名死亡

12月 衆議院議員選挙法改正、ハンセン病療養所入所者にも選挙権が与えられる

　世相 8月 広島・長崎に原爆投下。同月、ポツダム宣言受諾により太平洋戦争終戦

1946（昭和21） 4月 ＊東大薬学科・石館守三教授、特効薬プロミンの合成に成功

　世相 11月 日本国憲法公布

1948（昭和23） 6 月 元回春病院長のエダ・ライト再来日

7月
優生保護法公布。ハンセン病の患者は、本人の同意があれば妊娠中絶手術が可能に。これに
より患者への中絶手術が合法化される（中絶手術自体は太平洋戦争前から実施されていた）

10月
＊東京・多磨全生園で「プロミン獲得促進委員会」結成。全国の療養所患者自治会と連
   動し、プロミン予算獲得運動が始まる

11月 プロミン治験開始（恵楓園 32 名）

この年、恵楓園入所者による楽団「文協管弦楽団」結成

1949（昭和24） 1月
学校教育法に基づき恵楓園内に分校（村立栄小学校・合志中学校）設置認可。園内の学
校が法律上正規の学校となる

3月 ＊プロミン購入費が予算化。全国療養所入所者にプロミンが行き渡るようになる

1950（昭和25） 2月 エダ・ライト逝去。恵楓園で葬儀を執り行う

9月 第 5 期拡張工事開始

　世相 6月 朝鮮戦争始まる

1951（昭和26） 1月
＊全国ハンセン病療養所入所者が連合した「全国国立癩療養所患者協議会」（全患協、現  
   全国ハンセン病療養所入所者協議会）結成

3月
第 5 期拡張工事竣工、1000 床拡張。事務本館（現歴史資料館本館）、事務支所、少年舎・
少女舎、新たに夫婦舎などが建設

5月 恵楓園患者自治会機関誌『菊池野』創刊

＊貞明皇后崩御（享年 66）

8月 ダイナマイト投げ込み事件（「菊池事件」最初の事件）

11月 プロミンによる最初の社会復帰者が退所

＊参議院厚生委員会で、長島愛生園長・光田健輔、多磨全生園長・林芳信、菊池恵楓園
   長・宮崎松記がハンセン病患者の隔離継続の必要性を証言

　世相 9月 日米安全保障条約調印
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年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

1952（昭和27） 1月 米国救らい協会の支援を得て菊池黎明教会の教会堂が建立

6月
ダイナマイト投げ込み事件の犯人として園内の熊本県警察部癩留置場に収監されていたF 氏
に、熊本地裁の出張裁判（特別法廷）で懲役10 年の判決。同月、F 氏は留置場から逃走

7月
ダイナマイト投げ込み事件の被害者男性が山中で刺殺体となって発見される。同月、逃
走中の F 氏が逮捕される（菊池事件第 2 の事件）

1953（昭和28） 3月 恵楓園の南側敷地に菊池医療刑務支所設置

＊「らい予防法案」が衆議院に提出、衆議院解散のため審議未了。法案は戦前の隔離政
    策を引き継ぐ内容

5月
恵楓園患者自治会がらい予防法案反対のデモ行進、総決起大会（全国療養所で展開され
た「らい予防法闘争」の始まり）

6月 ＊審議未了のらい予防法案がほぼそのままの内容で衆議院に提出

7月
「らい予防法案」反対のため全国療養所入所者自治会の代表者が国会議事堂前で座り込
み（恵楓園入所者も参加）

8月 菊池医療刑務支所で開かれた熊本地裁の出張裁判で、F 氏に死刑判決

＊らい予防法公布

11月 宮崎園長が黒髪小学校に竜田寮児童の通学許可を要請（「竜田寮事件」の始まり）

この年、入所者の油絵サークル「金陽会」結成

　世相 2月 日本でテレビ放送開始／ 7 月   朝鮮戦争終戦

1954（昭和29） 1月
菊池事件のうち、殺人事件に関する控訴審第 1 回公判が福岡高裁出張裁判として医療刑
務支所で開廷

3月
熊本市教育委員会が竜田寮児童の通学を許可。黒髪小学校通学反対派 PTA の 500 名が
抗議集会

4月
黒髪小学校に新 1 年生として入学した竜田寮児童 4 名が、同盟休校などで通学拒否され
る。反対派 PTA の要望で 4 名は熊本大学医学部で再診。4 名とも症状はないが、1 名は
要観察に。反対派 PTA は全員の通学を拒否

6月
竜田寮事件について衆議院厚生委員会で論議。反対派 PTA は「黒髪会」を結成、寮児
童の通学拒否と寮の廃止を目的に活動を開始

10月
竜田寮事件について参議院文部委員会で論議。PTA 会長、通学反対派 PTA、賛成派
PTA、熊本市教育委員長、宮崎園長が参考人として出席

12月 菊池事件のうち、殺人事件に関する控訴が棄却

年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

1955（昭和30） 4月
前年度の竜田寮児童新入学生 3 名を熊本商科大学（現熊本学園大学）の高橋守雄学長が引
き取り、自宅から通学させる。寮を感染源と見ていた反対派 PTA に対して、寮外から通学
させる解決案を示した。反対派 PTA は同盟休校で不満を示すが、新入学生の通学は実現

8月 監禁室周囲のレンガ塀が撤去

9月 ＊長島愛生園に「邑
お く

久高校新
にい

良
ら

田
だ

教室」が開設。全国療養所入所者のための唯一の高校

10 月 竜田寮在籍児童の親類、児童養護施設への引き渡し開始

　世相 11月 ベトナム戦争始まる

1956（昭和31） 4月
菊池事件のうち、殺人事件に関する上告審第 1 回公判が最高裁で開廷。口頭弁論に F 氏
本人は出頭できず

　世相 5月 熊本県で水俣病公式確認

1957（昭和32） 8月 菊池事件のうち、殺人事件に関する上告が棄却

10月 竜田寮閉鎖。全児童が転出したため

1958（昭和33） 3月 菊池事件で「F 氏を救う会」結成。各界の著名人も参加

1959（昭和34） この年、恵楓園の病棟看護が職員に全面切り替え

1960（昭和35） 11月 恵楓園の園内火葬場廃止

1961（昭和36） 6月
自治会が看護師増員を求めて園と交渉。厚生省所管の国立病院・療養所職員は週 48 時
間勤務だったが、他の公務員と同等の週 44 時間勤務に引き下げられた。これによる職
員不足からの医療低下を回避するため

1962（昭和37） 3月 高野六郎の歌碑建立

8月 「F 氏を救う会」が菊池事件現地調査を実施

9月
福岡拘置所で F 氏に死刑執行。恵楓園内で通夜を執り行う。同月、園内で F 氏死刑執
行抗議集会を開催

1964（昭和39） 8月 看護師の予防衣が撤廃。これを不服とし看護師 8 名が辞職

　世相 10月 東京オリンピック。東海道新幹線開通

1965（昭和40） 7月 不自由者寮の有明寮竣工。初の個室制の寮

1970（昭和45） このころから旧納骨堂の雨漏りが悪化

　世相 3月 大阪万博開催

1972（昭和47） 7月 全患協「ハンセン氏病療養所の医療を充実させる総決起集会」開催

　世相 5月 沖縄が日本に復帰／ 9 月   日中国交正常化



178 179
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1974（昭和49） 1月 回春病院跡地の日光回転家屋を恵楓園内に移築

1976（昭和51） 3月 恵楓園内の分校閉校

10月 恵楓園内の納骨堂に代わり、新たな納骨堂を建立

1983（昭和58） 10月 火葬場跡地にやすらぎの碑建立

1984（昭和59） 11月 自治会事務所新築

1986（昭和61） 5月 菊池医療刑務支所が隣の敷地に新築

　世相 4月 チェルノブイリ事故／ 12 月   日本のバブル景気始まる

1987（昭和62） 3月 ＊「邑久高校新良田教室」閉校

　世相 4月 国鉄民営化

1991（平成3） 8、9月 台風 17・19 号九州を直撃。礼拝堂、恵楓園分校跡など園内の歴史ある建物損壊

　世相 1月 湾岸戦争始まる／ 12 月   ソ連邦崩壊、ロシア共和国に

1993（平成5） 5月
やすらぎ総合会館、事務管理棟（本館）竣工。1951 年建設の事務本館は倉庫として存続（現
歴史資料館本館）

1994（平成6） 11月 旧礼拝堂、恵楓園分校解体

1995（平成7） 11月 菊池恵楓園患者自治会、「菊池恵楓園入所者自治会」に改称

12月 「らい予防法」廃止の説明のため厚生省保健医療局長ら来園

　世相 1月 阪神・淡路大震災／ 3 月   地下鉄サリン事件

1996（平成8） 3月 自治会ホールで「らい予防法廃止祝賀会」開催

4月 らい予防法廃止により菊池医療刑務支所廃止

＊らい予防法廃止

5月 恵楓園分校跡地、礼拝堂跡地にいこいの丘公園竣工

＊全患協が団体名を「全国ハンセン病療養所入所者協議会」（全療協）に改称

1997（平成9） 1月 隔離の壁の南西側（患者地帯、職員地帯の境界）一部撤去

11月 隔離の壁の南西側全面撤去

やすらぎ総合会館で第 1 回合同慰霊祭を執り行い、由布雅夫園長が祭文を読む

　世相 4月 消費税 5％に

年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

1998（平成10） 7月
熊本地裁に「らい予防法違憲国家賠償請求訴訟」の訴状提出。菊池恵楓園・星塚敬愛園

（鹿児島県）の入所者 13 名が原告

2001（平成13） 5月 「らい予防法違憲国家賠償請求訴訟」原告側勝訴

7月 自治会創立 75 周年記念式典開催

この年、熊本県、「ハンセン病施策関係資料収集事業」を実施。県内のハンセン病関連施設の
収蔵資料を調査し、隔離政策における県の関与を検討、2003 年まで継続。旧事務本館に大量
の文書が収蔵されていることが確認される

　世相 9月 アメリカで同時多発テロ

2002（平成14） 6月 熊本博物館で「熊本のハンセン病関係資料展」を開催

7月 旧礼拝堂記念鐘楼建立。「やすらぎの鐘」がかけられる。

この年から入所者の講話、学校や市民団体の園見学が多くなる

2003（平成15） 11月
阿蘇の黒川温泉で恵楓園入所者の宿泊を拒否（「宿泊拒否事件」の始まり）。
入所者自治会に嫌がらせの手紙や電話が多く寄せられるようになる

　世相 3月 イラク戦争始まる／ 12 月   自衛隊イラク派遣

2004（平成16） 2月 入所者の宿泊を拒否したホテルに熊本県が 3 日間の営業停止処分

5月 宿泊を拒否したホテルが廃業。従業員の急な解雇で訴訟問題に発展

2005（平成17） 6月 隔離の壁の西側撤去。壁の一部が準備中の社会交流会館展示室に移設

　世相 3月 愛知万博

2006（平成18） 12月 旧事務本館を改修、「社会交流会館」（資料館）としてオープン

2008（平成20） 3月 日光回転家屋の修復完了。国の登録有形文化財に

6月 「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」公布

12月 第一センター竣工

　世相 9月 リーマンショック

2012（平成24） 2月 園内に保育園「かえでの森こども園」開園

2013（平成25） 5月 社会交流会館リニューアルオープン

2016（平成28） 2月
「ハンセン病家族国家賠償請求訴訟」の訴状を提出。療養所入所者家族の人生被害につ
いて国の責任を問う

4月 熊本地震により園内の菊池黎明教会が損傷。この他、納骨堂内の骨
こつ

壺
つぼ

が滑落するなどの被害
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年 入所者
退所 退所者

合計
年度末
入所者数軽快退所 転園退所 逃走 死亡退所 その他

1909（明治42） 214 0 0 28 13 58 99 115
1910（明治43） 126 0 0 76 17 13 106 135
1911（明治44） 82 0 0 46 12 6 64 153
1912（明治45） 98 0 0 60 16 2 78 173
1913（大正2） 62 0 0 45 8 7 60 175
1914（大正3） 67 0 0 34 19 4 57 185
1915（大正4） 51 0 0 22 12 2 36 200
1916（大正5） 35 0 0 18 13 2 33 202
1917（大正6） 100 0 0 53 23 5 81 221
1918（大正7） 84 0 0 63 24 0 87 218
1919（大正8） 71 0 0 33 17 5 55 234
1920（大正9） 68 0 0 55 20 1 76 226
1921（大正10） 56 0 0 24 20 0 44 238
1922（大正11） 40 0 0 40 13 1 54 224
1923（大正12） 100 0 0 56 26 0 82 242
1924（大正13） 225 0 0 118 31 0 149 318
1925（大正14） 172 0 0 119 35 3 157 333
1926（大正15） 259 0 0 130 57 3 190 402
1927（昭和2） 269 2 0 132 41 7 182 489
1928（昭和3） 98 2 0 50 23 7 82 505
1929（昭和4） 166 2 0 55 39 5 101 570
1930（昭和5） 191 0 0 54 48 5 107 654
1931（昭和6） 144 1 0 36 53 3 93 705
1932（昭和7） 152 1 0 56 66 3 126 731
1933（昭和8） 135 6 0 44 44 13 107 759
1934（昭和9） 133 2 0 19 47 1 69 823
1935（昭和10） 111 6 0 40 46 3 95 839
1936（昭和11） 282 11 0 43 58 10 122 999
1937（昭和12） 172 17 0 47 65 2 131 1040
1938（昭和13） 133 13 0 63 74 4 154 1019
1939（昭和14） 148 19 0 60 81 5 165 1002
1940（昭和15） 271 14 0 67 95 4 180 1093
1941（昭和16） 253 16 0 64 106 8 194 1152
1942（昭和17） 181 18 0 73 115 2 208 1125
1943（昭和18） 178 15 0 65 114 2 196 1107
1944（昭和19） 164 6 0 43 115 0 164 1107
1945（昭和20） 52 5 0 122 119 5 251 908

菊池恵楓園入所者数の推移
1909~2023年
※退所中「その他」は、診断の結果ハンセン病ではないことが判明した者、家庭の事情で
一時帰省した者などを指す

（人）

年 恵楓園で起きた出来事・事件　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊は恵楓園に関連する事項

2017（平成29） 3月 佐賀県より「希望の鐘」（複製）寄贈、社会交流会館前に設置

8月

菊池事件について、国の責任を追及する訴状を熊本地裁に提出。当時の裁判が憲法違反
であり、現在も F 氏の名誉が回復されないのは国がハンセン病当事者の被害回復義務を
怠っているとして、恵楓園入所者らが原告となり損害賠償を請求。本旨は菊池事件裁判
の違憲性を問うもの

2019
（平成31/令和元） 6月 「ハンセン病家族国家賠償請求訴訟」原告側勝訴

この年、旧菊池医療刑務支所の建物解体。厚労省・法務省の同意の下、刑務支所内の設備の一
部が恵楓園に譲渡。資料館展示室での刑務支所独房の再現展示が予定される

　世相 5月 改元／ 10 月   消費税 10％に

2020（令和2） 2月
菊池事件について、2017 年の国賠訴訟に関し、当時の裁判が違憲だったことを認める
判決が下る。ただし原告の請求は棄却（原告に対する損害賠償の支払いなし）、菊池事
件再審の必要性も認められなかった

3月
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、社会交流会館への見学受け入れ停止。リニュー
アル工事も開始されたため、2022 年 5 月まで継続

11月 胎児慰霊碑建立

　世相
3月 新型コロナウイルスの感染拡大。東京オリンピック延期決定／ 4 月   新型コロナで緊急

事態宣言

2021（令和3） 4月 菊池事件について、F 氏の遺族が再審請求を提出

＊「合志市立合志楓の森小学校・中学校」が菊池医療刑務支所跡地に開校

　世相 2月 新型コロナウイルスワクチン接種開始／ 7 月   東京オリンピック

2022（令和4） 5月 園内資料館のリニューアル開館。社会交流会館が「恵楓園歴史資料館」に改称

　世相 2月 ロシアのウクライナ侵攻始まる／ 7 月   安倍元首相が銃撃され死亡

※年表中、「癩」という言葉が用いられている箇所がありますが、1873年以前、「癩」という言葉にはハンセン病に限らず、様々な皮膚病、身体

障害が含まれていた可能性が示唆されています。また「癩者」や「癩予防法」などは当時、実際に使用されていた言葉のため、歴史解説ではその

まま使用しています。このため年表では、「ハンセン病」「癩」「癩病」が混在しています
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年 入所者
退所 退所者

合計
年度末
入所者数軽快退所 転園退所 逃走 死亡退所 その他

1946（昭和21） 175 3 0 98 75 4 180 903
1947（昭和22） 158 0 0 37 55 11 103 949
1948（昭和23） 151 3 0 42 40 12 97 1012
1949（昭和24） 108 0 9 19 48 1 77 1043
1950（昭和25） 130 0 1 17 44 0 62 1111
1951（昭和26） 426 1 7 21 30 1 60 1477
1952（昭和27） 135 3 3 9 37 0 52 1560
1953（昭和28） 114 12 5 17 34 0 68 1606
1954（昭和29） 103 13 9 27 31 1 81 1628
1955（昭和30） 130 7 12 32 28 1 80 1678
1956（昭和31） 84 3 16 10 41 1 71 1691
1957（昭和32） 78 5 17 4 19 0 45 1724
1958（昭和33） 83 22 14 10 24 3 73 1734
1959（昭和34） 74 58 11 10 23 2 104 1704
1960（昭和35） 58 51 14 36 22 4 127 1635
1961（昭和36） 53 35 16 10 19 1 81 1607
1962（昭和37） 61 27 14 4 23 0 68 1600
1963（昭和38） 50 22 4 0 25 0 51 1599
1964（昭和39） 35 19 0 0 27 10 56 1578
1965（昭和40） 34 9 0 0 28 5 42 1570
1966（昭和41） 22 23 0 0 23 22 68 1524
1967（昭和42） 20 15 0 0 17 5 37 1507
1968（昭和43） 24 11 0 0 29 8 48 1483
1969（昭和44） 26 5 4 0 22 0 31 1478
1970（昭和45） 16 7 2 0 22 0 31 1463
1971（昭和46） 19 8 5 0 24 0 37 1445
1972（昭和47） 19 5 5 0 25 0 35 1429
1973（昭和48） 25 7 12 0 25 0 44 1410
1974（昭和49） 15 4 5 0 27 0 36 1389
1975（昭和50） 9 3 4 0 41 0 48 1350
1976（昭和51） 8 5 3 0 25 0 33 1325
1977（昭和52） 27 3 12 0 27 0 42 1310
1978（昭和53） 24 5 14 0 26 0 45 1289
1979（昭和54） 23 6 12 0 24 0 42 1270
1980（昭和55） 16 5 13 0 28 0 46 1250
1981（昭和56） 18 3 13 0 33 0 49 1209
1982（昭和57） 40 7 25 0 26 0 58 1191
1983（昭和58） 82 6 70 0 33 0 109 1164
1984（昭和59） 27 3 25 0 20 0 48 1143
1985（昭和60） 33 5 26 0 23 0 54 1122
1986（昭和61） 15 3 12 0 26 0 41 1096
1987（昭和62） 40 4 30 0 33 0 67 1069
1988（昭和63） 29 3 26 0 27 0 56 1042

年 入所者
退所 退所者

合計
年度末
入所者数軽快退所 転園退所 逃走 死亡退所 その他

1989（平成元） 41 4 30 0 32 0 66 1017
1990（平成2） 36 2 33 0 30 0 65 988
1991（平成3） 34 5 23 0 30 0 58 964
1992（平成4） 20 1 15 0 36 0 52 932
1993（平成5） 18 5 21 0 0 0 26 894
1994（平成6） 18 4 6 0 28 0 38 874
1995（平成7） 18 15 15 0 25 0 55 837
1996（平成8） 5 1 4 0 26 0 31 811
1997（平成9） 2 10 3 0 22 0 35 778
1998（平成10） 6 7 2 0 39 0 48 736
1999（平成11） 8 0 2 0 39 0 41 703
2000（平成12） 3 0 1 0 22 0 23 683
2001（平成13） 1 0 1 0 17 0 18 666
2002（平成14） 4 47 1 0 26 0 74 596
2003（平成15） 1 6 1 0 30 0 37 560
2004（平成16） 8 5 5 0 30 0 40 528
2005（平成17） 5 5 1 0 44 0 50 483
2006（平成18） 2 1 0 0 30 0 31 458
2007（平成19） 0 3 3 0 10 0 16 427
2008（平成20） 6 5 3 0 18 0 26 406
2009（平成21） 6 0 6 0 12 0 18 394
2010（平成22） 4 3 1 0 20 0 24 374
2011（平成23） 5 3 1 0 19 0 23 356
2012（平成24） 8 3 0 0 21 0 24 340
2013（平成25） 3 4 0 0 26 0 30 313
2014（平成26） 1 1 0 0 25 0 26 288
2015（平成27） 3 0 0 0 18 0 18 273
2016（平成28） 3 2 0 0 28 0 30 246
2017（平成29） 0 0 0 0 23 0 23 223
2018（平成30） 1 0 1 0 27 0 28 194
2019（平成31） 1 1 0 0 22 0 23 172
2020（令和2） 1 1 0 0 8 0 9 164
202１（令和3） 0 0 0 0 13 0 13 151
2022（令和4） 0 0 0 0 12 0 12 139
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